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されたと考えられる。
また，畦畔の地表付近での水分条件

の違いがマルバアメリカアサガオの出
芽に影響した可能性がある。シバは匍
匐茎を延ばすことで植被率を高め，ま
たルートマット層が発達することで保
水力を高めているが ( 本多 1989)，冬
季間の地表面の湿度はシバ畦畔が最も
高く，夏季もシバ畦畔では湿潤な条件
が維持され，高温湿潤な環境条件が 5
月以降のマルバアメリカアサガオの硬
実打破と出芽を促進した可能性がある。

シバ畦畔においてはマルバアメリカ
アサガオの生育は抑制され，種子生産
数も減少したことから（表 -2），畦畔
でのマルバアメリカアサガオの定着お
よび蔓延抑止方策としてシバへの植生
転換が有効である可能性が示唆され
た。本研究では，シバ畦畔での草刈り
を行わなかったが，最低でも 5 月，7
月，9 月の年間 3 回の草刈りが推奨さ
れている（伏見ら 2015）。草刈りを
行うことで 5 月～ 9 月に出芽したマ
ルバアメリカアサガオは着果する前に
防除することが可能であることから，
シバ畦畔への植生転換と定期的な草刈
り管理によって畦畔上での帰化アサガ
オ類の防除効率はより向上すると考え
られる。

（４）終わりに

難防除雑草である帰化アサガオ類は
圃場内で発生するだけでなく，圃場周
辺の畦畔でも発生が確認されており，
畦畔に定着した後に圃場へ侵入するリ

スクがある。畦畔面積割合が高い日本
では畦畔の省力的管理技術の確立が求
められているが，畦畔植生のシバへの
転換は管理の省力化と共に，他の雑草
の発生や生育抑制効果が期待できる。
そこで，本研究ではマルバアメリカア
サガオについて，シバの導入による生
育や種子生産の抑制効果をダイズ圃場
の周縁部（畦畔）で検討した。シバ畦
畔はマルバアメリカアサガオ種子の硬
実打破が促進されやすい環境であり，
出芽を促進した一方で，秋季に残草し
たマルバアメリカアサガオの草丈や乾
物重，果実数は最も低い値であった。
従って，畦畔でのマルバアメリカアサ
ガオ（帰化アサガオ類）の定着や蔓延
を抑制する上ではシバ植生への転換が
有効である可能性が示唆された。
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我が国と諸外国の食料自給率
　統計データから

農水省は 10 月 10 日，2024 年度の我が国の食料自給率を公

表した。カロリーベースでは前年並みで 4 年連続の 38％（1 人・

1日当たり国産供給熱量 860kcal÷ 同総供給熱量 2,248kcal×

100），生産額ベース（12.8 兆円 ÷20.1 兆円 ×100）では前年度

より3 ポイント高い 64％となっている。

食料自給率は 1965 年にはカロリーベースで 73％，生産額ベー

スで 86％であったものが，米の消費が減少する一方で畜産物や

油脂類の消費が増大する等の食生活の変化により，低下傾向を

たどっていたが，2000 年代に入ってからは概ね横ばい傾向で推

移している。改正食料・農業・農村基本計画では，2030 年度

までにカロリーベースの食料自給率を 45％に引き上げる計画だ

が，わずかな上昇にとどまっている。

諸外国の食料自給率の試算値を比較（表 -1）すると， ①カロリー

ベースについては，国内の消費人口が小さく，カロリーベースに

寄与する穀物，油糧種子等の生産量が多いカナダ，オーストラリ

ア等の国が上位に位置づけられる一方， ②生産額ベースについて

は，野菜・果実等の輸出量が多いイタリアがドイツ，イギリスを

上回るなど，カロリーに比して価格の高い野菜・果実，畜産物の

動向がより反映される傾向にある。

我が国は人口の割には農用地面積が，EU 諸国に比べても少

なく，食料自給率は，諸外国と比較すると，特にカロリーベース

は低い水準にある。

また，令和７年食料・農業・農村基本計画では，平時におい

て国民の日常生活に必要な摂取熱量のどの程度が国産で賄われ

ているかを示す指標として「摂取熱量ベース」の食料自給率が設

定され，分母を「平時における国民の日常生活に必要な摂取熱

量 1,850kcal」として算定し，46％となっている。　　　　（K.O）

カロリーベース ⽣産額ベース
カナダ 117 107 156,344 5,708 3,930 1.45

オーストラリア 247 114 77,412 36,352 2,645 13.74
アメリカ 101 69 98,315 41,241 34,350 1.20
フランス 118 72 5,491 2,830 6,644 0.43
ドイツ 79 40 3,576 1,660 8,455 0.20
イギリス 59 60 2,436 1,683 6,868 0.25
イタリア 52 74 3,021 1,300 5,950 0.22
スイス 46 52 413 150 887 0.17
⽇本* 38 64 3,780 463 12,321 0.04

A/B

表-1 我が国と諸外国の⾷料⾃給率（2022年）

* ⽇本は2024年度
農林⽔産省「⾷料需給表」，FAO“FoodBalance Sheets”等を基に試算
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表 -1　我が国と諸外国の⾷料⾃給率（2022年）
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